
令和２年度 指定管理者制度導入施設の管理運営状況について 
健康づくり推進課  

１ 施設の概要等 

施  設  名 広島県立広島がん高精度放射線治療センター 

所  在  地 広島市東区二葉の里三丁目２番２号 

設 置 目 的 がんの治療水準の向上を図るため，がん患者に対して放射線による治療を提供する。 

施 設 ・ 設 備 リニアック治療室，診察室，治療計画室，患者待合スペース等 

指 定 管 理 者 
２期目 H31.4.1～R6.3.31 （一社）広島県医師会 

１期目 H27.10.1～H31.3.31 （一社）広島県医師会 

 

２ 施設利用状況 

利用 

状況 

年度 
目標値 

[事業計画] 
新規患者数 対前年度増減 

対目標値増減 
（達成率） 

２期 

R3 693 人 ― ― ― 

R2 693 人 610 人 △76 人 △83 人（88.0％） 

R1 643 人 686 人 109 人 43人（106.7％） 

１期 H30 610 人 577 人 23 人 △33人（ 94.6％） 

１期平均 H27～H30 588 人 521 人 ― △67人（ 88.6％） 

（導入前） ― ― ― ― 

増減 

理由 

新型コロナウイルス感染症の影響による受診控え，検診控えにより，患者紹介元の各病院の患者

数が減少し，センターへの紹介患者数が減少したと考えられる。 

 

３ 利用者ニーズの把握と対応 

調査 

実施 

内容 

【実施方法】 【対象･人数】 

利用者からの要望を記載できる用紙を設

置し，各種要望等に対応した。 
新規患者・610 人 

【主な意見】 【その対応状況】 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防

止対策 

検温実施，非接触型の手指消毒剤・石鹸の設置，更衣

室にオゾン発生装置を設置 等 

 

４ 県の業務点検等の状況 

項 目 実績 備 考 

報告書 

年度 ○ 事業報告書 

月報 ○ 治療実績等報告 

日報（必要随時） ○ 患者紹介状況報告，診療報酬請求報告 

管理運営会議 

（運営協議会 年２回・県庁他） 

 

 

【特記事項等】 

 ・４基幹病院，県，広島市，県医師会の７者で構成する運営協議会を年

２回ペースで開催し，運営方針等について協議している。 

 ・通常の業務運営については，随時，県と指定管理者で協議している。 

 

【指定管理者の意見】 

 ・運営に当たっては，県等と相談・連携しながら，丁寧に取り組む。 

 

【県の対応】 

 ・センターは７者の連携共同事業として運営していることを踏まえ，指

定管理者と十分に意思疎通を図りながら取り組む。 

 

現地調査（４～５月に実施） 

  



５ 県委託料の状況                            （単位：千円） 

県委

託料 

（決算額） 

年度 金額 対前年度増減 

料金

収入 

（決算額） 

年度 金額 対前年度増減 

２期 
R2 7,482 68 

２期 
R2 510,085 △13,465 

R1 7,414 △185,262 R1 523,550 121,046 

１期平均 H27～

H30 192,676 ― 
１期平均 H29～

H30 402,504 ― 

（導入前） ― ― （導入前） ― ― 

 

６ 管理経費の状況                            （単位：千円） 

項  目 R2 決算額 R1 決算額 前年度差 主な増減理由等 

委 
託 
事 
業 

収 
 
入 

県委託料 7,482 7,414 68  

料金収入 510,085 523,550 △13,465 患者数の減，利用料金制（※１） 

その他収入 1,000 ― 1,000 
新型コロナ緊急包括支援交付金（感染
拡大防止等支援事業） 

計(Ａ) 518,567 530,964 △12,397  

支 
 
出 

給与費 236,630 233,120 3,510 非常勤職員 ⇒ 常勤職員（１名） 

材料費 9,162 9,249 △87 治療患者数減少による減 

水道光熱費 17,969 19,797 △1,828 
セミナー会場利用減及び節電等によ
る減 

消耗品費等 7,264 6,778 486 
新型コロナウイルス感染症対策物品
の購入等による増 

管理委託費等 167,264 163,840 3,424 
施設検査及び施設認定並びに消費税
率アップによる増 

研修研究費 766 2,438 △1,672 
新型コロナウイルス感染症拡大防止
のための学会等参加中止による出張
の減 

修繕費 1,986 5,061 △3,075 
使用時間を考慮し，空調機オイル交換
等を未実施としたことによる減 

その他 680 618 62  

計(Ｂ) 441,721 440,901 820  

 収支①(Ａ-Ｂ) 76,846 90,063 △13,217  

自 
主 
事 
業 
（※２） 

収 入(Ｃ) ― ― ― 
 

支 出(Ｄ) ― ― ― 

収支②(Ｃ-Ｄ) ― ― ―  

合計収支（①+②） 76,846 90,063 △13,217 （うち県への納付額 76,846 千円） 

 

※1 利用料金制：公の施設の使用料について，指定管理者が直接使用料等を収入することができる制度 

指定管理者の自主的な経営努力を発揮しやすくする効果が期待され，地方公共団体及び 

指定管理者の会計事務の効率化が図られる。 

※2 自 主 事 業：指定管理者が自らの責任で，更なる施設サービスの向上のために提案・実施する事業 

 

 

 

 



７ 管理運営状況 

項目 
指定管理者 

（事業計画，主な取組，新たな取組など） 
県の評価 

施
設
の
効
用
発
揮 

○施設の設置目 
的に沿った業 
務実績 

 
 
 
 
 
 

○業務の実施に 
よる，県民サ 
ービスの向上 

 
 
 

○業務の実施に 
よる，施設の 
利用促進 

 
 
 
 
 

○施設の維持管 
理  

４基幹病院とその他のがん診療連携
拠点病院と連携したネットワーク型が
んセンターとして，各医療機関からの紹
介患者に高精度放射線治療を行い，開設
以来，着実に紹介元医療機関数が増加し
ている。 
診療では医療事故は発生しておらず，

紹介元の医療機関，治療を受けた患者か
らも高い評価と信頼を得ている。 

平成29年度から開始した人材育成セ
ミナーをWeb開催し，放射線治療に携わ
る人材育成を積極的に行うとともに，平
成28年度から開始した放射線治療技術
の均てん化を目的とした技術支援を充
実した。 

さらなる患者数増加に向け，県民セミ
ナーやオープンカンファレンスをWeb開
催し，認知度の向上に努めている。 
また，放射線治療のできない医療施設

へセンターの医師を派遣し，専門外来を
設置する「ＨＩＰＲＡＣ外来」を引き続
き実施した。 

 

施設内外の巡回や日常の機器メンテ
ナンス等を通じて汚損や故障等の把握
に努め，安全性と清潔さの維持に努めて
いる。 

安全で質の高い治療を，適切な感染対策
を行ったうえで提供しており，設置目的で
ある県のがん医療水準の向上に貢献でき
ている。 
開業から５年半，事故なく運営できてお

り，医療スタッフ等の対応についても評判
は良く，高い信頼を得ている。 

 
 

人材育成においても研修の開催や技術
支援の内容を拡充させるなど放射線治療
の水準の向上に貢献している。 
 
 
 

新規紹介患者数は，新型コロナウイルス
感染症の影響により令和元年度との比較
では減少したが，平成 30 年度は上回って
おり，オープンカンファレンス等の開催や
チラシ・ポスターの配布，「ＨＩＰＲＡＣ外
来」等の紹介患者数を増やすための活動を
積極的に行っている成果が出ている。 
 

施設の巡回を適切に行い，汚損等に迅速
に対応しており，医療機関にふさわしい医
療安全・感染対策が行われている。 

管
理
の
人
的
物
的
基
礎 

○組織体制の見 
直し 

 

○効率的な業務 
運営 

 

 

○収支の適正 

 高度な専門性を有する医療スタッフ
を確保し，安全かつ適切な医療を提供し
ている。 

 委託費の縮減に向けた取組や，時間外
勤務の縮減のための業務効率化，光熱水
費等の費用の節減に努めた。 

 

新型コロナウイルス感染症の影響等
により患者数，収入ともに目標を下回っ
た。その中で，高精度率を高める等，当
センターの高精度放射線治療の機能発
揮に努めた。引き続き，上記の取組を継
続的に実施していく必要がある。 

 専門性の高い医療スタッフを確保でき
ている。 
 

 機器の保守，管理委託料，光熱水費，診
療材料，消耗品等の経費の節減だけでな
く，人件費等の固定経費の精査をした上，
時間外勤務縮減のため業務効率化に努め
ている。 
 

総 括 

放射線治療を必要とするがん患者に
対して，迅速かつ丁寧に，安全で質の高
い治療を提供した。 
今後も，紹介患者数の増加に向けた取

組を継続するとともに，センター設置目
的のもう一つの柱である「人材育成」や
「技術支援」についても，更なる拡充を
進める。 
また，高精度放射線治療の対象となる

患者数の増加に向けた取組を行う。 

患者に対し，質の高い放射線治療を安全
に提供できており，施設の目的に沿った運
営がされている。 

令和２年度は紹介患者数及び収入が目
標未達となっており，４基幹病院以外の病
院も含め，引き続き施設の認知度向上やセ
ンターの優位性のＰＲ等を行い，センター
の設置目的に沿った，高精度放射線治療の
対象となる患者数をより増やしていく必
要がある。 

 



８ 今後の方向性（課題と対応） 

項目 指定管理者 県 

短期的な対応 

(令和３年度) 

○ センターの行う特徴的な治療等に
ついてオープンカンファレンス等に
おける積極的な広報や医療関係者へ
の働きかけを進め，紹介患者数の増加
を図る。 

 
○ 引き続き，安全かつ質の高い医療の
提供を行う。 

 
○ 県内外医療機関の放射線治療の品
質管理に対して，技術的な支援を行
う。 

 
○ 人材育成に資する取組を強化する。 

○ 引き続き，適切な目標治療患者数を
設定した上で，指定管理者と協力し，
４基幹病院だけでなく，それ以外の医
療施設にもセンターで行う治療や感染
対策について積極的にＰＲし，更なる
患者紹介・収入確保につなげる。 

 
○ 患者増に伴う業務過多により，医療
の質を低下させないよう業務管理を徹
底する。 

中期的な対応 

○ 着実に治療実績を集積し，適時の情
報提供のための体制を強化し、他科か
らの患者紹介の増につなげる。 

 
○ 高精度放射線治療を担う医療人材
を育成する。 

 
○ 収支均衡を図り，安定した事業運営
を行う。 

○ センターの優位性を客観的に示せる
よう，治療実績を集積し検証する。 

 
 
○ 不足している放射線治療に係る医療
人材の育成を推進する。 

 
○ 運営費の補填を行うことがないよう
に引き続き運営コストの縮減を図る。 

 


